
報道資料１ 
 

平成 25 年 5 月 29 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2 丁目 7 番 5 号 

                            

農家民宿開業研修会を開催します 

 

小千谷市では、今年度グリーン・ツーリズムによる交流拠点整備と農家の複合的経営

を支援するため農家民宿開業補助事業を行います。その一環として 6 月 19 日（水）に

農家民宿｢新助｣を会場に｢農家民宿開業研修会｣を開催します。 

 

 

■農家民宿開業研修会 

 ◆開 催 日  6 月 19 日（水）午前 11 時 30 分～午後 3 時頃 

  ◆会   場  農家民宿｢新助｣（小千谷市大字南荷頃 3736 番地 3） 

◆プログラム ・農家民宿｢新助｣見学と昼食、懇談会 

       ・農家民宿に関係する各種法令及び手続きについて 

（食品衛生法、旅館業法、建築基準法、消防法） 

  ◆対   象  小千谷市内在住者で農家民宿開業に関心のある方 

  ◆定   員  15 名 

  ◆参 加 費  1,000 円（昼食代） 

  ◆日 程 等  別紙参照 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市農林課農村支援係 担当／高橋・山村 

TEL：0258-83-3510  FAX:0258-83-2789 E-mail：nourin-nk@city.ojiya.niigata.jp 



報道資料２ 

 

 

平成 25 年 5 月 29 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

 子育て支援策の更なる充実のため 
子ども医療費助成事業の一層の拡充を図ります 

 

安心して子どもを産み育てる環境整備の一環として、子ども医療費の助成期間を拡充

する条例を６月議会に提案します。 

 

 

 

■子ども医療費助成事業の拡充 

 ◆拡充内容   入院及び通院の医療費助成期間を、子どもの人数に関係なく中学校

卒業まで拡充します。 

  ≪参考≫ 子ども医療費助成事業の概要 

  ※助成内容  

一部負担金（入院１，２００円／日、通院５３０円／日（同一医療機関で月４

回まで。５回目以降は無料））を超えた額を助成 

◆実施時期      平成２５年９月から 

◆拡充分事業費    約４４０万円（今年度分） 

◆拡充分受給者数   約７５０人 （１・２子世帯の中学生） 

 ※参考：平成２５年５月１日現在の対象者（拡充前）：３，８１３人 

 

 

 

 

  対 象 拡充前 拡充後 

１・２子世帯 小学校卒業まで 中学校卒業まで 入
院
・
通
院 ３子以上世帯の全子 中学校卒業まで 

中学校卒業まで 

（現行どおり） 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市健康センター 担当／瀬沼・吉井 

TEL：0258-83-3640  FAX:0258-82-8964 E-mail：kenko@city.ojiya.niigata.jp 
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平成 25 年 5 月 29 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2 丁目 7 番 5 号 

                            

楽集館企画展「小千谷の四季〜こころに映った風景」展開催について 

 

長岡技術科学大学准教授で、アマチュア写真家の松原浩さんによる小千谷の風景写真

展を開催します。 

松原さんの作品は、実際の景色を心にいつまでも残るような写真に仕上げたのが特徴

です。小千谷市内では、越後おぢや農協のカレンダー写真として目にした方も多いので

はないでしょうか。今回はそれらの作品の中から 40 点を展示します。四季の移り変わ

りが美しい小千谷の風景をぜひご覧ください。 

■期日／6月 2日（日）～8月 4日（日） ※水曜日は休館 

■時間／午前 9時～午後 5時 

■会場／小千谷市民学習センター楽集館 小千谷市上ノ山 4-4-2 電話 0258-82-8282 

■入場無料 

○松原浩さんによる小千谷の風景写真展示説明会 

 小千谷の美しい風景について、写真への思いについて作者が説明を行います。 

■日時／ 

▽6月 2 日（日）午前 9 時～正午  ▽6 月 9日（日）午後 1時～4時 

▽6月 29 日（土）午前 9 時～正午  ▽7 月 14 日（日）午後 1時～4時 

 

作者プロフィール 

松原 浩（まつばら ひろし） 

1961 年東京生まれ、長岡市在住。写真歴 8 年、撮影は月数回程度の「日曜・写真愛好

家」。季節感・いのち・癒し をテーマに「こころに映った風景」の写真表現をめざす。

アクアーレ長岡にて作品を常設展示。日本自然科学写真協会会員。 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問合せ先／小千谷市生涯学習スポーツ課生涯学習係 担当／安達・篠田

TEL：0258-83-0077  FAX:0258-83-0078 E-mail：syougai@city.ojiya.niigata.jp 
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平成 25 年 5 月 29 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2 丁目 7 番 5 号 

                            

ユネスコ無形文化遺産・国指定 重要無形文化財  
小千谷縮製作体験講座を実施します 

 

平成 21 年 9 月にユネスコの世界無形文化遺産に登録された麻織物「小千谷縮」。 

無形文化財は製作技術そのものが文化財であり、その製作工程を体験することで、小

千谷縮の姿に迫り、歴史の学習と技術の保存を考える機会とするため、3 回目の製作体

験講座を実施します。 

 

■目 的 

  ユネスコ世界無形文化遺産に登録された国指定重要無形文化財「小千谷縮」の製作

体験講座を実施し、小千谷縮の普及活動を行います。 

■対 象 

  小千谷縮の製作体験に興味・意欲のある方で、全講座参加ができる方。 

  小千谷市民を優先します。 

■講座内容 

  裏面のとおり 

○昨年度の様子（小千谷市ホームページ参照） 

  この講座は平成 23 年度から開始して、今年が 3回目となります。 

  昨年、一昨年とも参加希望が多く、抽選で受講者を決定しました。 

  今年度は定員 20 人で実施します。 

  県内、県外からも参加希望があり、参加者のほとんどが 6回すべてに出席して、意

欲の高さが際立つ講座となっています。 

  また、参加者から、今後も小千谷縮に継続して関わることを希望する方も多く、小

千谷縮製作の後継者としての活躍も期待しています。 

■日程、募集 

  ・募集人員：20 人 

   参加者負担金：7,000 円 

   募集締切：6 月 14 日(金) 

   申込先：生涯学習スポーツ課 83－0077 

■その他 

  ７月６日の第１回講座は午後から実施しますが、希望者は午前中に小千谷縮着付け

体験をすることができます。（4,000 円）小千谷縮に袖を通しながら午後の講座を受

講できます。 

 裏面につづきます 



 

 

 

■日程詳細 

 

 ・第 1 回講座「講話：小千谷縮の歴史と技術」 

   日時：7月 6 日(土) 13：30～16：30 

   会場：市民学習センター楽集館（小千谷市上ノ山 4-4-2 0258-82-8282） 

   講師：清水勇次さん(越後上布・小千谷縮布技術保存協会) 

   内容：講話、小千谷縮布製作過程ビデオ鑑賞、織物組合の見学 

  ※午前中に小千谷縮着付け体験を利用できます。希望者はお申し込み時に申し出て

ください。 

 ・第 2 回講座「からむし（苧(ちょ)麻(ま)）生産地視察」 

   日時：7月 20 日(土) 7：00～18：30 

   行先：福島県大沼郡昭和村（バス利用）、集合は楽集館 

   内容：からむし工芸博物館、苧麻畑等視察 

 ・第 3 回講座「苧麻刈取り・苧引き」 

   日時：7月 27 日(土) 9：00～16：00 

   会場：苧麻刈取り 苧麻畑（小千谷市朝日） 

      苧引き体験 市民学習センター楽集館 

   内容：苧麻の刈取り、苧引き 

・第 4回講座「青苧(あおそ)の手績(う)み・糸の手くびり作業体験」 

   日時：9月 7 日(土) 9：00～16：00 

   会場：小千谷市民会館（小千谷市土川 1-3-3 0258-82-9111） 

   内容：青苧の手績み、絣もようの仕組みを作業を通して体験する 

 ・第 5 回講座「いざり機(ばた)による織り」 

   日時：10 月 5(土)、6 日(日) 8：00～17：00 

   会場：市民学習センター楽集館 

   内容：いざり機による織 いずれかの日程のうち、1人あたり 4時間参加 

      花瓶敷き程度の大きさの縮布を製作する予定です。 

 ・第 6 回講座「雪さらし」 

   日時：3月 1 日(土) 9：00～15：00 

   会場：市民学習センター楽集館 

   内容：小千谷縮布の雪さらしを体験、指定文化財鑑賞、製作現場の見学 

 

※小千谷縮の原材料は苧麻（からむし・ちょま）というイラクサ科の植物です。上杉謙  

 信が生産を奨励したことは広く知られています。小千谷をはじめとした魚沼地方でこ 

 の織物が発展したことは必然といえます。 

 また、上杉氏と苧麻の関わりから、会津、米沢でも生産が盛んになっています。 

本件に関するお問合せ先／小千谷市生涯学習スポーツ課生涯学習係 担当／安達・篠田

TEL：0258-83-0077  FAX:0258-83-0078 E-mail：syougai@city.ojiya.niigata.jp 
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平成 25 年 5 月 29 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

 旧岩沢小学校への企業進出 
中越住電装株式会社が利用します 

 

平成 21 年 11 月に岩沢地域の「岩沢地域農業者等共同作業施設」に進出した中越住

電装株式会社が、小千谷市立南小学校の開校に伴い閉校した旧岩沢小学校施設を工場と

して利用することになりました。 

 

 

■利用する施設 

◆旧岩沢小学校 

  ・所在     小千谷市大字岩沢 993 番地 1 

  ・校舎     １棟（3 階建て RC 構造） 

  ・屋内運動場  １棟（平屋建て S 構造） 

  ・施設用地    7,921.46 ㎡（公簿面積） 

 

■中越住電装株式会社の概要 

 ◆会社概要  

  ・本社   十日町市霜条 114 番地 

・会社設立 昭和 62 年 4 月 6 日 

・資本金  50 百万円 

・株主   住友電装株式会社（100％） 

・事業内容 カーエレワイヤーハーネスの製造、検査、出荷 

・売上高  45.6 億円（平成 24 年度） 

・従業員  226 名 

  

■中越住電装株式会社の操業 

◆平成 25 年 9 月（予定） 

（今回の企業進出は、会社の規模拡大ではなく将来に向けての再編成となります。） 

本件に関するお問い合わせ先 

小千谷市農林課 担当／岡村 

TEL：0258-83-3510  FAX:0258-83-2789 E-mail：nourin@city.ojiya.niigata.jp 

小千谷市学校教育課 担当／堀沢 

TEL：0258-83-3519 FAX:0258-83-5779 E-mail： school@city.ojiya.niigata.jp  
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